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我が国におけるBSEの発生状況

・平成１３年９月に初めて発生を確認。現在まで、
と畜検査で２２頭、死亡牛検査で１４頭（計３６
頭）を確認

・８例目及び２４例目は、検出された異常プリオン
たんぱく質の性状が定型的なものと異なる

・飼料規制の実施直後の出生牛（平成１４年１月
生）以降に生まれた牛での発生はない

BSE対策の実施状況

生産農場
肉骨粉等

と畜場

家畜保健
衛生所

死亡牛
特定危険部位（ＳＲＭ）は焼却

•牛由来肉骨粉の輸入、飼料
利用を禁止
•牛と豚・鶏飼料の製造工程・
施設の分離(交差汚染防止
対策)

→地方農政局が肉骨粉等の
原料収集先での牛由来原
料の混入防止措置等の確
認調査を実施

【H15年4月1日】
24か月齢以上の死亡牛の届出を義務付け、BSE検査開始

【H16年4月1日から完全実施】
【H27年4月1日】対象月齢を48か月齢以上に見直し

H29年3月末までに約127万頭を検査(うち陽性14頭)

【H13年10月18日】と畜される全ての牛のBSE検査を開始。
【H17.8.1】検査対象月齢21か月齢以上、【H25.4.1】同30か月
齢超、【H25.7.1】同48か月齢超に見直し。
【H29.4.1】健康牛の検査対象月齢を廃止

特定危険部位（ＳＲＭ）※を除去

※全月齢の牛の扁桃及び回腸遠位部、30か月
齢超の牛の頭部（舌、頬肉を除く。）、脊柱及
び脊髄

販売店

【事例７】 牛海綿状脳症（BSE）の予防

世界のBSE発生状況

・発生のピークは１９９２年（37,316頭）
・対策の進展により、発生は大きく減少
・2017年の発生は４頭（H29.7.29現在)



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



植物の輸入検疫の取組（消費・安全局植物防疫課及び植物防疫所）

•病害虫が輸入植物に付着
して日本に侵入することを
防ぐため、農林水産省の
植物防疫官は、日本の港
や空港で輸入植物検疫を
実施（量や商用・個人用を問わず、
貨物、携帯品、郵便物で輸入され
るすべての植物が対象）

•病害虫が日本に侵入する
と、農産物の生産量が減
少し、安定供給ができなく
なるほか、森林破壊が発
生

•病害虫が発生すると、国内
から駆除するために莫大
な費用や労力が必要
※ 過去にウリミバエとミカンコミ

バエをなくすため、20余年の歳
月と254億円もの多額の費用を
投入

植物の輸入検疫の取組
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＜３（４）植物防疫＞



平成２９年度の東海農政局管内の注意報

・岐阜県
７月１３日 水稲（カメムシ類）[飛騨地域]
７月２７日 水稲（カメムシ類）[全県]

８月 ９日 果樹（カメムシ類）
９月１４日 トマト（灰色かび病）

事業の概要

• 病害虫のまん延は、我が国の農業に重大な損害を与えるおそれがあるため、国と都
道府県は協力して病害虫の防除を行い、まん延を防止する必要

• このため、都道府県の協力のもとに、病害虫の発生状況、気象、農作物の生育状況等
の調査を実施し、病害虫の発生予測情報を農業者等に提供

• 発生予察に必要なデータは、各県の病害虫防除所が県内各地の予察灯やほ場等を
調査し収集

• 発生予察情報の種類は、予報、警報、注意報、特殊報、その他

・愛知県
６月 ２日 ナシ（黒星病）
７月１４日 水稲（カメムシ類）
８月 １日 カンキツ

（チャノキイロアザミウマ）
８月１７日 ダイズ（オオタバコガ）
９月 １日 キャベツ（シロイチモジヨトウ）
９月１５日 水稲（トビイロウンカ）

１０月１７日 果樹（カメムシ類）
１０月３１日 キャベツ（黒腐病）
１０月３１日 キャベツ（菌核病）

病害虫の発生予察事業

・三重県
発表なし
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＜３（４）植物防疫＞



○ 平成２１年４月、東京都青梅市のウメにおいて、モモやスモモなどの重要核果類果樹に甚大な被害を与
えるウメ輪紋ウイルスによる病気の発生を確認。ウメ輪紋ウイルスの感染範囲を特定するため全国のウメ
やモモ等の生産地、観光地、植木や苗木の産地の調査を実施。

○ 調査の結果、ウイルスのまん延のおそれがある地域（東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、大阪府及び
兵庫県の一部地域）においては、植物防疫法に基づく緊急防除を実施し、早期根絶を図っている。

〇 平成26年度に実施した調査の結果、愛知県犬山市等において感染樹（全てウメ）が確認されており、平成
29年度においても発生調査を実施中。

ウメ輪紋ウイルス
の発生範囲を特定
するための調査

ウメ輪紋ウイルス
の発生の有無を確
認するための調査

ウメ輪紋ウイルスを媒介する昆虫
（アブラムシ）を農薬により防除

発生地域からの宿主植物の移動
制限

ウメ輪紋ウイルスに感染している
範囲が広く、感染樹も多いと考え
られることから、感染樹等の計画
的な処分により、ウメ輪紋ウイルス
を早期に撲滅

まん延防止措置

撲滅措置

発生調査

モモ（果実）の病徴
(米国での果実の感染例)

【事例８】国内での病害虫のまん延防止（ウメ輪紋ウイルスの例）

ウメ（葉）の病徴 (青梅市で撮影)
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２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



「安全」と「安心」の関係（再掲）

《 安 全 》

科学的に検証できる

客観的

《 信 頼 》

消費者が安心して
食べられる食品を

提供するための努力

《 安 心 》

個人の心理的判断(主観的）

別の問題
歴史、伝統、食
文化などに影
響される
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＜４ 食の安心＞



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ


